




















































































株 価 変 動，AI
にも関わる機械
学習，スケジュ
ーリング管理，食物連鎖や感染症などの現象
解明，また，大規模構造物の設計を支える基
本となるなど多岐にわたっています。計算数
学を学んだ人の活躍の場所は，通信，金融の
システムインテグレーター，システムエンジ
ニア，セキュリティ解析，シミュレーション
のツール開発など，こちらも幅広いもので
す。
情報数理は数理情報科学科への名称変更時
に強化された分野です。数理に基づいて情報
の本質を探求する分野で，コンピュータの発
達とともに急速に発展する情報技術を数学的
に支えています。具体的には，数式処理，情
報理論，離散数学，計算幾何学など，コンピ
ュータにいかに高度な計算や情報処理を行わ
せるか，およびその基礎となる理論からなる
分野です。最近では，国立情報学研究所の人
工知能プロジェクト「ロボットは東大に入れ
るか」で数学部門のプログラムにおける中核
アルゴリズムの開発も担いました。情報数理
の活用範囲も幅広く，工学全般，人工知能，
ネットワークなどがあり，職業としては，
ITエンジニア，プログラマー，システムエ
ンジニア，各種情報処理技術者などがありま
す。
おわりに
応用数学科出身者が活躍する職業として
「三つの柱」に書いたほかに，中学校・高等
学校の教員もあります。応用数学科の特徴と
して，数学，情報両分野の教員免許を取るこ
とができる点が挙げられるでしょう。
ところで，そもそも数学科と応用数学科は
何が違うのでしょうか。数学科は数学そのも
のの真理を追い求める傾向が強く，応用数学
科は，数学を用いて，自然科学，工学，経
済，医学などのさまざまな分野における問題
を解決することにより社会の役に立つことを
目指している，といえるでしょうか。もちろ
ん両学科はお互いに無関係ではなく，例え
ば，卒業研究は相互乗り入れを行っており，
数学科の学生が応用数学科の卒業研究を取る
ことも，その逆も可能です。
理学部に数学科と応用数学科がそろってい
るのは本学だけです。純粋数学から応用数学
までのほとんどの分野をカバーするという強
みを活かし，神楽坂に「数学の拠点」を作ろ
うとしています。
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